
展示リーフレット

『歴史発見2026』

展示会：令和 8年５月 29日（金）～令和８年７月５日（日）
会　場：河内長野市立ふるさと歴史学習館
主　催：大阪府教育委員会・富田林市教育委員会・河内長野市教育委員会・大阪狭山市教育委員会

大阪府教育委員会では、毎年近隣の市町村と共同し、各機関の近年の発掘調査や、過去の資料の再検
討をおこなった成果を紹介するミニ展示を実施しています。今回は富田林市、河内長野市、大阪狭山市
の３市とともに、「歴史発見 2026」と題し、多種多様な出土資料を紹介します。

今回展示する資料と出土した遺跡について

◆河内長野市教育委員会出展資料

【三
みっかいちきた

日市北遺跡（河内長野市三日市町所在）】
三日市北遺跡は、石川水系の天

あま

見
み

川
がわ

の東岸にある弥
生時代の集落遺跡で、平成 12（2000）年に始まった
三日市町駅前再開発事業にともなう発掘調査により新
しく発見され、その全容が明らかになりました。発掘
調査では 31 棟の竪穴住居跡、３棟の掘立柱建物跡、
溝、方

ほうけいしゅうこうぼ

形周溝墓などが発見され、多くの土器や石器が
出土しました。これらの遺物から、この遺跡が今から
およそ 2000 年前の弥生時代中期の集落遺跡（ムラの
跡）であることがわかり、河内長野の黎

れい

明
めい

期
き

の様子が
良くわかってきました。特徴的なことは、土器や石
器において他地域から持ち込まれたものが数多くみ
つかったことでした。

◆大阪府教育委員会出展資料

【東
とうごう

郷遺跡（八尾市荘
しょう

内
ない

町
ちょう

所在）】
大阪府教育委員会は、大阪府八尾警察署の建替えに

伴い、令和５（2023）年度に東郷遺跡の発掘調査を
実施しました。調査では、古墳時代初頭の建物跡を中
心に、弥生時代後期後葉～古墳時代前期、古墳時代中
期、中世から近世にかけての遺

い

構
こう

を確認しました。
調査では、弥生時代後期から古墳時代初頭の吉

き

備
び

（現在の岡山県周辺）系の土器が複数見つかりました。
これまでも、周辺の遺跡では当時の外来系土器が数多 遺跡写真２　土器群Ｂ出土状況（南から）

遺跡写真１　三日市北遺跡でみつかった竪穴住居跡



く出土しており、河内地域の人びとが古くから各地とさかんに交流していたことを物語ります。
この調査の特筆すべき成果として、集落域の土坑で、古墳時代前期の土器とともにミニチュア鉄剣な

どの鉄製品が見つかったことが挙げられます。当時の鉄は貴重品であり、古墳から出土することが多い
一方、集落域から出土する例は多くありません。このことは、中河内地域の古墳時代前期の集落の実態
を知るうえで、貴重な成果であるといえます。

◆富田林市教育委員会出展資料

【喜
き

志
し

南
みなみ

遺跡（富田林市喜志町所在）】
喜志南遺跡は、石川西岸の河

か

岸
がん

段
だん

丘
きゅう

上に立地する
遺跡です。石川を望む好立地にあることから、縄文時
代から中世にいたるまでの長きにわたって人々に利用
されてきました。近年は膨

ぼう

大
だい

な量の埴輪と埋没古墳
の存在が注目され、この「歴史発見」でも 2023 年・
2025 年に喜志南遺跡の古墳時代の出土品を出展して
います。
展示資料は 2025 年度第２次調査のもので、調査区

は遺跡範囲のちょうど中央に位置します。遺構は土坑
や溝が主で、周辺調査のような集落内の様相とは異
なります。出土した遺物は主に平安時代末から鎌倉
時代にかけてのもので、瓦

が

器
き

碗・皿、土師器皿・杯、須恵器鉢、磁器などが見つかりました。

◆大阪狭山市教育委員会出展資料

【狭
さ

山
やま

藩
はん

陣
じん

屋
や

跡
あと

（大阪狭山市狭山ほか所在）】
狭山藩陣屋跡は狭山池北東部に位置する遺跡です。

江戸時代の初めの元
げん

和
な

２年（1616）、小田原北条五代
の末裔である北

ほう

条
じょう

氏
うじ

信
のぶ

は、狭山の地で陣屋の構築を
始めました。それ以降、北条氏は藩主として陣屋を拠
点に代々この地を治めました。本市指定文化財『狭

さ

山
やま

藩
はん

陣
じん

屋
や

上
かみ

屋
や

敷
しき

図
ず

』『狭
さ

山
やま

藩
はん

陣
じん

屋
や

下
しも

屋
や

敷
しき

図
ず

』にはかつて
の武家屋敷の配置等が記録されており、当時の陣屋の
様相をうかがい知ることができます。
展示資料は、令和４年度の個人住宅建築に伴う発掘

調査で出土した遺物です。調査地は『狭山藩陣屋下屋
敷図』にある「御

ご

殿
てん

」北側の「ヤブ」付近にあたりま
す。この調査では土坑及び落込みを検出し、江戸時代の遺物等が出土しました。遺物は陶器、磁器が中
心ですが、注目すべき遺物としてミニチュア土製品が挙げられます。部分的に欠損していますが、建物
を模したものであると推察されます。狭山藩陣屋跡ではこれまでの調査で、人や動物を模した人形や泥
めんこといったミニチュア土製品の出土が確認されており、子どもたちが遊んだおもちゃであろうと考
えています。

遺跡写真 3　喜志南遺跡　遺物状況

遺跡写真 4　狭山藩陣屋跡

土坑・落込み検出状況



『歴史発見2026』 主な展示資料と遺跡の所在地

遺物写真１　東郷遺跡出土　壺

ベースに国土地理院地図を使用
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遺物写真２　東郷遺跡出土　甕
かめ

図１　「歴史発見 2026」関連地図

遺物写真 4　狭山藩陣屋跡出土　

陶器羽
はがま
釜

遺物写真５　狭山藩陣屋跡出土

ミニチュア土製品

遺物写真３　東郷遺跡出土

ミニチュア鉄剣



『歴史発見2026』 展示一覧表

出土遺跡 資料名 資料の時期 備考 所蔵・保管

三日市北遺跡

生駒山西麓産土器 弥生時代 ５点

河内長野市教育委員会
在地産の土器 弥生時代 ５点

サヌカイト製石器 弥生時代 ３点

結晶片岩製石包丁 弥生時代 ３点

東郷遺跡

特殊器台　脚部 弥生時代後期 1987・1988 年度調査出土

大阪府教育委員会

土師器　壺 弥生時代後期～
古墳時代初頭 土坑 056 出土、吉備系

土師器　甕
かめ

　口縁部分 弥生時代後期～
古墳時代初頭 土坑 056 出土、吉備系

土師器　複合口縁壺 古墳時代前期 土器群 B出土、吉備系

土師器　壺 古墳時代前期 土器群Ａ出土

土師器　甕 古墳時代前期 土器群Ａ出土

土師器　甕 古墳時代前期 土器群Ｂ出土、２点

土師器　壺　口縁部分 古墳時代前期 土器群 B出土

ミニチュア鉄剣 古墳時代前期 土器群Ｂ出土

鉄鎌 古墳時代前期 土器群 B出土

鉄鏃 古墳時代前期 土器群 B出土

鉄斧 古墳時代前期 土器群 B出土

土師器　壺 古墳時代前期 土器 L

喜志南遺跡

瓦器　碗 11世紀末～ 12世紀前半 SE20 出土

富田林市教育委員会

瓦器　碗 12世紀前半 SX30 出土、２点

瓦器　小皿 12世紀前半 SX30 出土、２点

土師器　台付皿 12世紀前半 SX30 出土

土師器　皿 12世紀前半 SX30 出土、2点

土師器　小皿 12世紀前半 SX30 出土、５点

須恵器　鉢 12世紀後半 SD1 出土

瓦器　碗 12世紀後半 SD1 出土、２点

狭山藩陣屋跡

陶器　羽
はがま

釜 江戸時代 土坑３出土

大阪狭山市教育委員会

磁器　蓋 江戸時代 落込み４出土、美濃系

磁器　注
ちゅうすいぶた

水蓋 江戸時代 落込み４出土、美濃系

陶器　鉢 江戸時代 落込み４出土

軒丸瓦 江戸時代 落込み４出土

桟
さん

瓦
がわら

江戸時代 落込み４出土、2点

ミニチュア土製品 江戸時代 落込み４出土

陶器　急
きゅうす

須（把手） 江戸時代 褐色砂質土（包含層）出土

須恵器　𤭯
はそう

古墳時代 落込み４出土


